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平
成
21
年
７
月
21
日
、
28
日
及
び
８
月
３
日
に
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一　

水
原
郷
病
院
民
営
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

・
平
成
21
年
７
月
21
日
・
８
月
３
日

　

厚
生
連
と
の
間
で
確
認
書
が
締
結
さ
れ
た
５
月
11
日
以
後
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
協
議
は
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
労
使
協
議
が
進
展
し
な
い
事
か
ら
具
体
的

協
議
に
入
れ
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
年
度
内
（
来
年
３
月
末
）
で
の
民
営
化
を

想
定
し
た
場
合
、
本
年
９
月
か
ら
10
月
頃
ま
で
に
具
体
的
民
営
化
内
容
を
詰
め

る
必
要
性
が
あ
り
、
更
に
努
力
し
た
い
旨
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
確
認
書
の
定
義
解
釈
に
お
い
て
、
市
長
及
び
関
係
部
署
間
で
そ
の

認
識
に
齟そ

齬ご

が
生
じ
て
お
り
、
不
信
感
を
助
長
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
、
共

通
認
識
の
も
と
厚
生
連
と
の
協
議
に
臨
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
３
日
の
委
員
会
で
は
、
民
営
化
に
伴
う
郷
病
院
職
員
の
処
遇
に

つ
い
て
の
方
針
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
要
旨
は
、
10
名
程
度
の
任
用
替
え
（
市
職
員
へ
の
採
用
）
及
び
厚

生
連
規
程
と
の
給
料
差
額
の
補
填
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
任
用
替
え
基
準
、
と
り
わ
け
採
用
根
拠
等
細
目
が
不
明
確
な
点
や

給
料
差
額
の
補
填
は
原
資
の
範
囲
内
と
の
事
で
あ
り
、
何
れ
も
あ
い
ま
い
な
内

容
で
無
用
の
混
乱
を
招
く
事
も
危
惧
さ
れ
、
適
切
な
対
応
を
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

二　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
市
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　

・
平
成
21
年
７
月
28
日

　

こ
の
事
業
は
高
齢
者
問
題
を
市
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
高
齢
者
対
策
の

先
進
的
取
り
組
み
実
績
と
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
る
同
国
の
協
力
を

得
て
「
阿
賀
野
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
市
の
総
合

計
画
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
数
年
「
福
祉
の
道
の
駅
」
や
「
新
白
鳥
荘
」
の
ハ
ー
ド
面
の
み
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
論
議
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
基
本
理
念
の
大
き
な
柱
で
あ
る
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
、
自

立
支
援
ケ
ア
（
車
椅
子
を
利
用
し
な
い
取
り
組
み
）
で
は
着
実
に
成

果
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
よ
り
確
実
な
も
の
に
な
る
よ
う
施
策
展
開

を
要
望
指
摘
し
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
議
会
ま
で
）

⑴　

先
進
地
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

　

・
宮
城
県
涌
谷
町　

10
月
26
日　

町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
革

　
　

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

・
岩
手
県
藤
沢
町　

10
月
27
日　

藤
沢
町
民
病
院
（
平
成
５
年
開

　
　

院
後
２
年
目
以
外
、
全
て
経
常
収
支
が
黒
字
経
営
）

社会厚生常任委員会

　

平
成
21
年
７
月
15
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一　

商
工
業
振
興
施
策
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
市
が
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
基
金
事
業
は
、
24
事
業
で
本
年
度
事
業
費
７
０
，
２
１
３
千
円
、
新

規
雇
用
者
66
名
と
な
っ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
例
基
金
事
業
で
は
、

４
事
業
、
本
年
度
事
業
費
で
２
９
，
４
８
２
千
円
、
新
規
雇
用
者
11
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
両
事
業
と
も
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
３
カ
年
事
業
で
、
事
業
費
に

お
け
る
人
件
費
の
割
合
や
、
全
雇
用
者
の
う
ち
新
規
雇
用
者
数
な
ど
の
他
、
雇

用
期
間
に
つ
い
て
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
は
６
カ
月
未
満
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
事
業
で
は
１
年
以
上
等
の
条
件
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

商
工
観
光
課
が
地
域
活
性
化
、
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
で
要
望
す
る
、

瓢
湖
展
望
デ
ッ
キ
・
桟
橋
改
修
事
業
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は

現
有
施
設
の
維
持
修
繕
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
繋
が
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
要

望
や
、
事
業
期
間
終
了
後
の
対
応
に
対
す
る
質
疑
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
の
地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
た
、
市
の
補
助
金
を

10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
、
地
元
消
費
の
拡
大
と
商
工
業
活
性
化
を
目
的
と

し
て
市
商
工
業
振
興
協
議
会
が
実
施
し
た
「
ご
ず
っ
ち
ょ
商
品
券
」
は
、
２
億

円
を
完
売
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
活
性
化
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
、

今
後
利
用
実
態
や
経
済
効
果
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
が
必
要
で
な
い
か
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
７
月
29
日
、
富
山
県
黒
部
市
役
所
に
お
い
て
「
富
山
湾
・
黒
部
峡

谷
・
越
中
に
い
か
わ
観
光
圏
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
先
進
地
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
研
修

　

黒
部
市
は
富
山
県
の
東
部
、
県
都
富
山
市
か
ら
約
30
㎞
に
位
置
し
、
平
成
17

年
３
月
に
黒
部
市
と
宇
奈
月
町
が
合
併
し
て
人
口
約
４
３
，
０
０
０

人
の
市
で
す
。

　
「
観
光
圏
整
備
計
画
」
は
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て
国
際
競

争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
・

滞
在
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
観

光
業
と
他
業
種
、
官
民
の
連
携
に
よ
る
一
体
的
な
取
り
組
み
と
、
複

数
の
観
光
地
の
連
携
を
促
進
す
る
観
光
圏
整
備
に
対
し
国
が
総
合

的
支
援
を
行
う
も
の
で
、
全
国
で
30
地
域
が
国
土
交
通
大
臣
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

滑
川
市
、
魚
津
市
、
黒
部
市
、
入
善
町
及
び
朝
日
町
の
３
市
２
町

は
、「
に
い
か
わ
地
域
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
情
報
発
信
の
分
野

を
中
心
に
連
携
協
力
し
広
域
的
な
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
北
陸
新
幹
線
が
長
野
か
ら
金
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
、
新
黒
部

駅
（
仮
称
）
の
開
業
が
平
成
26
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
誘
客
促
進
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
、
地
域
の
観
光

資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
指
針
と
す
る
た
め
、
に
い
か
わ
地
域

の
３
市
２
町
と
富
山
県
が
共
同
し
て
観
光
圏
整
備
計
画
を
策
定
し

た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
概
要
は
、
３
千
ｍ
級
の
立
山
連
峰
か
ら
水
深
１
千
ｍ
の
富
山
湾
ま
で

の
４
千
ｍ
の
高
低
差
の
あ
る
大
自
然
の
中
、
山
・
川
・
海
を
ま
る
ご
と
満
喫
す

る
『
水
の
旅
』
を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、海
の
滞
在
促
進
地
区
「
魚
津
」
と
、

山
の
滞
在
促
進
地
区
「
宇
奈
月
温
泉
」
の
両
地
区
連
携
に
よ
る
２
泊
３
日
化
の

促
進
。
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
と
し
て
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
里
山
古
道
巡
り
や

宇
奈
月
ダ
ム
湖
で
の
水
陸
両
用
バ
ス
運
行
実
験
。
交
通
移
動
の
便
利
向
上
事
業

と
し
て
、
長
野
宇
奈
月
直
行
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
ト
ロ
ッ
コ
電
車
、
氷

見
と
黒
部
を
結
ぶ
富
山
湾
横
断
観
光
船
の
運
行
実
験
。
観
光
案
内
・
観
光
情
報

の
提
供
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
観
光
圏
ト
ー
タ
ル
の
魅
力
を
創
出
・
発
信
し
、

観
光
客
数
増
大
と
長
期
滞
在
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

に
い
か
わ
地
域
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
る
名
古
屋
・
中

京
方
面
か
ら
の
観
光
入
込
客
数
の
増
加
や
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
に
よ
る
首

都
圏
と
の
時
間
距
離
の
短
縮
等
を
契
機
と
し
て
、
観
光
振
興
に
向
け
大
き
な
飛

躍
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
都
市
間
競
争
か
ら
協
調
の
時
代
と
な
り
、
観

光
振
興
に
お
い
て
も
面
と
し
て
の
広
域
・
有
機
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
12
月
定
例
議
会
ま
で
）

⑴　

下
水
道
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑵　

林
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

常任委員会・閉会中の事務調査

視察のようす

産業建設常任委員会


